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TV (1-12 か ) /FM/AM ラジオ ICF-R55V 
TV (i-3ch) • FM/AM ラジオ ICF-R45 


取扱説明書 • 保証書 


お買い上げいただきありがとラございまず。 

/5\警化 I 電気製品は安全のための注意事項を巧らないと、火災や人身事 
故になることびあります。 

この取扱説明書と別冊の「ををのために」をよくお読みのラえ、 製品を安全 

にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必 


ず保管してください。 
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品名 フジオ 

型名 に F - R 45/ R 55 V 

保証書 T 10-1001 A -4 

ここに保証書び入ります 

Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插入保證書完成菲林。 

在此位置お人保证书レ：1完成胶片。 


主な特長 

• イヤーレシーバー巻を取り式。 

• 電源の切り忘れによる電池のミ肖耗を防ぐパワーオートオフ機能 
(約110〜130分)。 

• 雑音を巧減して放送を聞をやすくする ー ノイズカット機能搭 
載。 

• 放送を受信すると同調インジケーターび点な。 

使用上のご注意 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでください。 

故障の原因になります。 

• なのよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高いところ （40° C し U 上）やほいところのむ!;！ 
下)。 

一 直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一 風呂場など湿気のをいところ。 

一窓を閉めきった自動車内（特に夏季)。 

一 ほこりのをいところ。 

• ラジオの内部に液体や異物を入れないでください。 

• 巧れたとさは、柔らかい巧でからぶさしてください。 

シンナーやベンジンは表面をいためますので使わないでくださ 
い。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をス 
ピーカーに近づけないで<ださい。スピーカーの磁石の該響で 
カードの磁気び変化して使えなくなることびあります。 

• 耳をあまり刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみくださ 
い。 

• 別売りのモノラルイヤーレシーバーをお使いになるとさは、常 
によい音でお聞をいただくために、モノラルイヤーレシーバー 
プラグをとをどを柔らかい巧でからぶをし清潔に保ってくださ 
い。 

• このラジオのテレビ音声受信回路は、 FM 放送の受信回路と兼用 
であるため、一部の地域では、テレビ2、または3チャンネルの 
音声を受信中、 FM 放送び混じって聞こえることびありまず。こ 
のとさは、ソニーの相談窓□または、ソニーヴービス窓□にご 
相談ください。 

•交通安全のため、自転車やバイク、自動車などを運転中はご使 
用にならないで < ださい。 

• イヤーレシーバーをご使用中、肌に合わないと感じたとさは早 
めに使用を中止して医師またはソニーの相談窓□、ソニーサー 
ビス窓 □に相談して く ださい。 


万一故障した場合は、内部をあけずに、ソニーの相談窓□または 
お買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


主な仕様 

受信周波数 TV :1〜12チャンネル *1 

FM : 76 〜 108 MHz ( TV 1 〜 3 チヤンネルが） 
AM : 530〜1,605 kHz 

スピーカー 直径約 2.8 cm 、 丸型 7.2 n 1個 

出力端モ ◎(イヤーレシーバー）端子 

( S ニジャック 03.5 mm ) 1個 
実用最大出力 80 mW (J 曰 TA ’3) 

電源 DC 3 V 、単4お乾電池2本 

パワーオートオフ機能 

約110〜130分 

最大外形サ法 約56 X 91.6 X 13 mm (突起部含む） 

(幅/高さ/契行き） ( JEITA *3) 

約55 X 91 X 12.4 mm (突起部含まず） 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 約71 g (乾電池含む） 

に F - R 55 V のみ 

地上アナ□グテレビ放ちは2011年7月までに終了することび、国の法令 
によって定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機で 
はテレビの音青を聞くことはでさません。 

巧 に F - R 45 のみ 

JEITA (電モ情報技術産業協会）規格による測定値です。 

付属品 

ソニー 単4お乾電池に）（お試し用つ 
キャ U ングケース （1) 

イヤ_バッドり） 

取扱説明書-保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

* 付属の乾電ミ也はお試し用です。晴入する場合はソニーアルカ U 乾電ミ也を 
おすすめします。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありまず 
び、ご了をください。 

をなはんだ巧けに無組はんだ使用。 

W か W 主なプI」ント配線板で/ V□ゲン系難燃剤を不使用。 
イヤ-レシ-;(-〕-ドに塩ビ不側。 


保証書とアフターヴービス 

保註書 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、大切に保を 
して < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 
調テび悪いとさは 

この説明書をちラ1度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの 相談窓□またはお買い上げ店、お近くの ソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

巧罰期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳し<は 
保証書をご覽ください。 

巧罰期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理さ 
せていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品（製品の機能を維持するためにお 
要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品な 
有期間を修理可能の期間とさせていたださます。なち期間び経過 
したをも、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、 
ソニーの 相談窓口またはお買い上げ店、ソ ニーヴービス 窓□にご 
相談ください。 



巧い方巧設•如 


フリーダイヤル . 0120 -333-020 ^ 

携帯電話- PHS- —部の IP 電話-- 0466 -31-251 1 


お巧巧設巧口 


フリ_ダイヤル . 0120 -222-330 * 

携帯電話’ PHS-- 部の IP 電話-’ 04目目-31-吕已31 " 

※取扱説巧書 - U モコン等のお入相該はこち6へお巧しをわせくだごい。_ 


左記ま号へ接病を、 

最巧のガイダンスが 
流れている間に 

r 304 J +「#J 

を巧してください。 
直接、担当窓□へ 
おごなざします。 


I FAX (其远 ）0120-333-389 受付時因ち〜を:9:00〜20:00 ±.日.祝日:9:00〜17:00 

ソこ一 株式会社 干 ] 08-日07日東京都港区港南1 -7- 1 







必ず©極側か 5 先に 
入れる 


電池入れのふたを開ける。 

ソニー単4お乾電地2本を、 ® と©の向きを正しく入れる。 


豪面 


乾電池を入れる 


イヤーレシーパー を使3 

TV / FM 放送を聞くとさは、お使いのイヤーレシーバーのコード 
びアンテナとして働さます。イヤーレシーバーのコードをでさる 
だけ長く伸ばしてお使いください。 

スピーカーで聞くとを も、 イヤーレシーパーのコードをできるだ 
け長く伸ばしてお使いください。 

引さ出す 

イヤーレシーパ'-下部を持って引を出ず。 

イヤーピース（耳に入れる部分）は強く押さえずに、コードを持っ 
て弓 I を出してください。イヤーピースを持ったまま弓 I を出すと、 
故障の原因となります。 

巻き取る 

イヤーレシーパーのコードを持ちなび6、巻き取りつまみを矢印 
のち向にず5ず。 

イヤーピースび収納部に納まるまで手を添えてください。 


白色の エン ド マークは 
引さ出す目安です。 



ま走取り 


途中でコードが止まってしまったときは 

コードを 10 cm ほど引き出して、もラ1度卷さ取りつまみを矢印の 
ち向にずらしてください。 

ごま意 

• 内蔵のイヤーレシーバーのコードは無理に引っ張らないで、軽 
く引き出し止まったらそれ!;!上弓 I っ張らないでください。 

• イヤーレシーバーを耳につけたまま巻を取らないでください。 

コードび顔に強く当たることびあります。 

• 放送を聞さなびらコードを引を出したり卷を取ったりすると、 
雑音び聞こえる場合びあります。 

• 手を添えないでいきおいよく卷き取ると故障の原因になりま 
す。 


電池入れのふたを閉める。 


乾電池の持続時間 （ JEITA * 1 ) (単位：約時亂 


放送の種類 


TV (4-12かが ） FM ( TV 1-3 ch ) AM 

ソニ-単4あ （ LR 03) 

イ ヤーレシーバー 使用時 

70 

120 

170 

アルカリ乾電池 

スピーカー 使用時 

33 

44 

46 

ソニ-単4あ旧 03) 

イ ヤーレシーバー 使用時 

36 

67 

90 

マンガン乾電池 

スピーカー 使用時 

16 

21 

23 


*1 JEITA (電モ情報技術産業協を）規格による測定値です。実際の電池持 
続時間は使用する機器の状況によ D 変動する可能性びあります。 

巧 に F - R 55 V のみ 


乾電池の交換時期 

乾電池びミ肖耗してくると音びルさくなったり、ひずんだりしま 
す。その場合は、乾電池を2本とを新しいをのと交換してくださ 
い。 

電源が突然切れてしまった！ 

パワーオートオフ機能び働いています。 

電池のむだな消耗を防ぐために自動的に電源び切れるよラになっ 
ていまず（パワーオートオフ機能)。 

電源び切れるまでの時間は電池残量により異なり、約110〜130分 
後です。 

電源（パワーオートオフ）ボタンを押してを電源び入らない場合 
や、すぐに電源び切れる場合は、電池びカラになっているので新 
しい電池と交換してください。 

電源び切れた後、さらにお聞さになりたいとさは、をラ1度電源 
(パワーオートオフ）ボタンを押します。 

電池入れのふたがはずれたとさは 

電池入れのふたは、開けるとさに過大な力を加えると、はずれる 
よラになっています。はずれた場合は、図のよラに取り付けてく 
ださい。 
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電源（バワーオートオスボタンを巧して電源を入れる。 

◎ (イヤーレシーパ'—)/り（スピーカー)切り換えスイッチで 
◎またはりを選ぶ。 

バンド切り換えスイッチで TV * i、FM ( TV 1 〜3*2)、または 
AM 放送を還ぶ。 

*1 TV (4~12 ch ) 放送を聞く場合は TV に合わせまず。 aCF - 
R 55 V の奶 

*2 TV り〜 3 ch ) 放送を聞く場合は FM に合わせます。 

選局つまみを回して聞をたい放送局を選ぶ。 

放送を受信すると同調インジケーターび点なします。 

音量つまみで音量を調節ずる。 


イヤーレ シ ー) ' I 一び耳にぴったり合わないとさは 

付属のイヤーパッドを使います。 


電源を切るときは 

電源（パワーオートオフ）ボタンを押します。 


ごま意 

• ◎を選ぶと スピーカーから 音は出ません。 

•②（イヤーレシーバー）端子に別売りのイヤーレシーバーをつな 
ぐと、内蔵のイヤーレシーバーから音び出なくなりまず。 


付属のイヤーバッド 




受信が態をよ<する 


携帯電話の近<でラジオに雑音び入る場合は、携帯電話の電源 
を切るか、ラジオから離してみてください。 

TV / FM 放送の場合 

TV / FM 放送を聞くとさは、お使いのイヤーレシーバーのコー 
ドびアンテナとして働さます。イヤーレシーバーのコードをで 
さるだけ長く伸ばしてお使いください。 

スピーカーで聞くとき も、 イヤーレシーパーの コー ドをできる 
だけ長く伸ばしてお使いください。 


ノイズカット 
(入/切） 


別売りのイヤーレシーバーを使用するとさは、◎端テに別売り 
のイヤーレシーバーをつなざ、コードをでさるだけ長く伸ばし 
てください。内蔵のイヤーレシーノ（一を弓 I を出す必要はありま 
せん。 

• 乗り物やビルの中では電波び弱められますので、でさるだけ 
窓際でお聞さください。 



AM 放送の場合 

アンテナを内蔵しているので、ラジオ本体の向をを変えて、 
をつとを良く受信でさるち向にしてお聞さください。 





電波が弱く、雑音が気になるときは 

ノイズカットスイッチを「入」に合わせてください。 
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